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検討会第5回 目的・議論内容

検討会①(WS①)
人材育成に関する

課題分析

検討会②(WS②)
人材育成のための
ユースケース検討

7/14(月) 8/21(木)

検討会③(WS③)
AI活用に関する
検証計画共有

検討会④
検証結果の中間報告

検討会⑤
全国展開に向けたスキーム・

今年度取り組みの課題共有

検討会⑥
全国に向けた事業報告・

操作体験会

9/18(木)

検討会スケジュール

近年、福祉相談の内容は多様化・複雑化している一方、生産人口の減少により、福祉人材の確保が一層困難になってい
ます。25年度事業では、相談記録プラットフォームに蓄積されるデータや生成AI等のデジタル技術を活用した人材育成の取
組を先導的に検証します。

本日の第5回デジタル化検討会では、人材育成検証フェーズ２の結果を共有させていただくとともに、検討会第４回や検
証２回目でいただいたご意見を踏まえ、対象ユースケースである「A：事案状況を引き出すための質問観点のアイデア出しを
サポート」について相談記録プラットフォームへの実装を想定した画面案をご説明いたします。

みなさまの忌憚なきご意見をお願いいたします。

11/18(火) 2/20(金)
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検討会⑤オンラインタイムスケジュール

担当実施内容#時間
目安

開始
時間

オンライン接続開始10:3013:00

日立開会・オンライン接続確認・アイスブレイク20:0513:30

日立
AI等のデジタル技術を活用した福祉相談を担う相談支援員
の人材育成報告書
ー検証フェーズ２ー

30:1513:35

日立相談記録プラットフォームへの実装を想定した
画面案等のご説明40:1513:50

日立質疑応答（各市から一名、各中核から一名を想定）50:2014:05

日立25年度検討会のご感想60:2014:25

千葉県
厚生労働省

千葉県 健康福祉部健康福祉指導課 ご挨拶
厚生労働省 社会・援護局地域福祉課 ご挨拶
次回告知・そのほかご案内

70:0514:45

【検討会終了】814:50

写真

写真
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検証フェーズ2のスコープ
検証フェーズ2の流れは以下の通りです。

4

人材育成報告書 ー検証フェーズ２ー

目的
1つのモデルユースケースを選定し、「多機関協働事業における人材育成機能のコンセプト」に対応したユースケースとなるよう生成AIのチューニング
を行い、人材育成効果を検証
実施事項
コンセプトに基づいて具体化した人材育成機能の中からユースケースの絞り込みを実施
検証1で明らかになった課題に対して改善方針を整理し、データを拡充した上でチューニングを実施
現場での試行を通じて、相談記録PFに蓄積される模擬の相談記録票等を活用した人材育成機能としての有用性を検証

検証フェーズ2：具体的なユースケースに沿った生成AI活用の検証

➌検証フェーズ2の実施

具体的なユースケースに沿った
生成AI活用の検証

➋検証環境のチューニング(日立内)

ツールのブラッシュアップ

➊検証フェーズ2の方針策定

検証フェーズ2の方針策定
ユースケースの絞り込み

10～12月
(検証2:12月)
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検証フェーズ2の実施結果
検討会⑤投影資料…人材育成報告書 ー検証フェーズ２ー

事後ヒアリングで挙がった、検証を通じて得られた新たな気づきや発見、AI活用に関する課題感は以下の通りです。

新たな気づきや発見 AI活用に関する課題感

• 人材育成においては、AIに頼るだけでなく、対面での
会話も不可欠。ただし世の中でAIが普及する中、現場
の相談業務や支援員の思考プロセスがどうなっているか、
AIを現場でどう活用できるかといった議論自体は重要。

• 一般的なアセスメントの先に、個々の職員ならではの
観点がある場合もあり、その反映には難しさがある。

• システムやAIの適切な使い方を習得することが必要。

• 多機関協働の事業者間で知識・経験に差がある中、
AIの活用により、支援員全体の底上げが期待できる。

• 育てる側にも癖があり、質問やフォローも影響を受ける。
AIは当たり前の観点も示してくれるが、そこが重要。

• 情報を整理し、素早く返せるのはAIの強み。
人だと相談しづらかったり、口頭では伝わりにくいことも、
AIはフラットに受け取れる。

• AIが可視化、言語化してくれる点は有用。
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検証フェーズ2の実施結果
検討会⑤投影資料…人材育成報告書 ー検証フェーズ２ー
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検証フェーズ2で明らかになった課題と対策案を以下に示します(将来を見据えた対策案を含む)。

２. 多種多様な相談事案や生成AIへの入力に対する対応
• 課題： 検証2では、相談事案の多様性に加え、支援関係機関からの情報粒度にばらつきがあることが判明。
• 対策： 相談記録PFへのデータ蓄積が進み、それらのデータを分析することで実態把握が進み、更にAIのチューニング等を行うことで

入力状況に即したAI回答の精度向上が期待できる。

３. 現場のニーズ反映に向けた蓄積するデータ項目検討
• 課題： 多機関協働事業のアセスメントでは、「支援関係機関の状況・困りごと」や「世帯の強み」、課題や状況に応じた「アセスメ

ントの優先度づけ」が重要との意見有。しかし、これらに関するデータは、現時点では十分に蓄積されているとは言えない。
• 対策： 今後、データ項目の追加や蓄積を図ることで、より適切な支援検討や人材育成機能の高度化につながる可能性がある。

１．AI活用範囲の検討
• 課題：回答にあたってより多くの内容を求める声もある一方で、支援員側で考えた方がよいとの意見もあり、AIに求めるニーズに幅

があることが明らかとなった。
• 対策：導入する自治体のニーズを把握し、必要に応じてデータを収集し、チューニング等を行うことで、最適な回答の出し方を探る。
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<参考機能> 類似事例の提示について (1/2)
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検討会⑤投影資料…人材育成報告書 ー検証フェーズ２ー

検証フェーズ2では、アセスメント観点や支援方針を検討する際に活用できるように、類似事例を提示する機能を試験的に検証しました。
これは、検証1で『知識の継承が課題となる中、類似事例があると役立つ』との意見を踏まえて実施したものとなります。

相談事例
(自由記述)

入力

引用から類似事例のインテーク・アセ
スメントシートが確認可能
※ 「参考データ」＞「引用(数字)」＞
「ドキュメントを開く」をクリック

ポイント 2

インテーク・アセスメント
シート

生成AIに読み込ませた模擬の相談記録票の中から相談
事例の課題に対する類似事例を提示
(※氏名や住所等の個人情報はマスキングを実施)

ポイント 1

模擬の相談記録票 8050問題、ヤングケアラー、・・・
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<参考機能> 類似事例の提示について (2/2)
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検討会⑤投影資料…人材育成報告書 ー検証フェーズ２ー

現場の皆様から頂いた主なコメントを示します。試験的に実施した機能ではありますが、「類似事例が参考になる」との声が多く寄せられ、
人材育成への有用性が示唆されました。

• ケース対応の経験が少ない職員だと、記載内容が参考になる。
• 聞き取り不足を解消できそうである。
• 機関や職員によって蓄積してきたノウハウに差があるが、本機能を使うことで幅広く知識を得ることができる。

• 事案に関するアセスメント情報だけでなく、支援経過も確認できるとよい。
• 参考にはなるが、全く同じケースは存在しないため、最終的にはケースごとに自ら考える必要がある。

相談事案に
関する類似事例

(例：8050問題/
ヤングケアラー)

良かった点

改善要望

Good!

More…
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人材育成機能コンセプト
検討会⑤投影資料…相談記録プラットフォームへの実装を想定した画面案

検証フェーズ１でいただいたご意見とコンセプトを踏まえ、具体化した人材育成機能の活用例は以下の通りです。

9

支援関係機関からの様々な相談対応スキルの向上（日々の業務での活用を想定）

基礎対話スキルの向上（研修等での活用を想定）

ユースケースF
シナリオに沿ったアセスメント等の訓練をロールプレイでサポート
AIの役割、ロールプレイのレベルを選択「きびしめ／やさしめ」・・・

ユースケースA~E
検
証
２
対
象

人材育成機能の活用例：多角的な視点で全体を見渡す力をサポート

ユースケースA
事案状況を引き出すための質問観点
のアイデア出しをサポート

ユースケースB
支援方針のアイデア出しをサポート

ユースケースC
制度・社会資源に関する知見
を深めるためのサポート

ユースケースD
類似事例を提示し、事案への向き合い方をサポート

ユースケースE
重層的支援会議での意見や知見を引き出すためのアイディ出しをサポート

※

支援関係
機関との
連携・

役割分担

ユースケースF

日々の業務での活用を想定し、検討している画面案をご紹介しました。
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相談記録プラットフォームへの実装を想定した画面案

– 【POINT】人材育成機能のテーマカラーをグ
リーンとすることで、機能を視覚的に認知し
やすい設計
(プラットフォーム全体のテーマカラーはブルー)

– 【POINT】世帯情報を見ながら人材育成機
能を活用することができるので、今までの支
援の流れなどを確認しながら機能を使うこと
ができる

– 検証2と同じく、相談事例と自分で考えた
アセスメント観点を打ち込んで送信。

検討会⑤投影資料…相談記録プラットフォームへの実装を想定した画面案
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– アセスメントの概要と、自身のアセスメント観
点に足りていない点(追加で確認したほうが
良い点)を提示してくれる。

検討会⑤投影資料…相談記録プラットフォームへの実装を想定した画面案



©Hitachi, Ltd. 2026. All rights reserved Hitachi Group Company   |   Presentation headline title   |   Confidential: For Hitachi employees and authorized NDA-bound audiences only12

今年度事業の検討会と検証を実施する中でいただいたご意見

– チャット形式にして、自身で 考えた 内容を 
投げて、 足りない 観点を 補足して もらうこ
とができたら良い。 

– 長文過ぎると 読み込む のに時間が かかり、
考えられる 余裕が減る。詳細版と 要約版
を 切り 替えられると 良い 。

– 会話形式の方が頭に入ってきやすい。

自分で も考えられるような 
きっかけが 欲しい 

チャット形式など、
理解しやすい表示にしてほしい

– 目の前の 課題に 対して、 「答えが 分かる」
状態では なく、「 気づける」ようにしたい。
そうする ことで 応用が 利くようになる 。

–  現状のAIの 回答に加えて、 支援員に考え
させるような 投げかけが あると よい。 

– 画面の右側に考え方のポイントなどをリア
ルタイムで出してほしい（学生のノートのよ
うなイメージ）。通常モードと教科書モード
で使い分けられるようにしたい。

ケースを具体に理解するための
深掘りポイント を見える化したい

– 新人はどの部分に着目して深掘りすべき
かがわからず、具体的な状況がどうなって
いるのかを引き出すことができない。

– 突っ込むべきところ(食事は作っているのか、
コンビニなのか/「近年折り合いが悪い」と
いうのは喧嘩なのか、無視なのか、等…)
を赤字表記にして返すことで、着目ポイン
ト・推理の糸口を見せるのも良い。

今年度の事業を通して、検討会や検証にてユースケースAに対してこれらのご意見をいただきました。これらを踏まえて、人材育成機能の将来像を提示します。



©Hitachi, Ltd. 2026. All rights reserved Hitachi Group Company   |   Presentation headline title   |   Confidential: For Hitachi employees and authorized NDA-bound audiences only13

前ページのような御意見もあり、このようなニーズを踏まえた案として、画面を一問一答の
疑似対話型とすることも考えられます。※画面はイメージです
– AIに相談する際、事案の内容をAIが読み込んでくれるので、一から内容を打ち込む手間が省ける
– 人材育成機能を使ってどのようなことができるのかボタンで選べるので、初めてAIチャットを使う場合でも迷わず操作ができる。ボタンだけでなく、文章を打ち込むこともできる
– 長文は避け、会話形式とすることで読みやすさを意識
–  現状のAIの 回答に加えて、 支援員に考えさせるような 投げかけを意識
– 気にするべきところ、これから調べたほうが良さそうなところを提示してくれる
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検討会⑤でいただいたご意見

• 最初はアセスメント観点がすべて出て
わかりづらかったが改良されて簡潔に
なった。

• 検証1に比べ簡潔で見やすい。
• 画面案は見やすかった。通常の生成

AIの出力とは異なり、アセスメント観
点が網羅されているため参考になる。

使用者のレベルに合わせた
サポートをしてほしい

生成AIの適切な活用方法を意
識したい見やすさを意識した出力がよい

• 報告前の、事前準備に使用できる。
新人はヒアリング内容だけの報告に
なってしまうことが多いため、その間を
埋めてほしい。

• 最初の動き出しには有効。

• 福祉の経験が浅い人と専門
的な知識を持つ人で求める
情報の量が違う。AIのレベル
を習熟度別で変更できた方
がよい。

• 難易度の選択ができた方がよ
い。

答えではなく気づきを
与える形が大切

その他頂いたご意見(抜粋) • スーパーバイズのプロセスを言語化することは難しいため、文字として残るのがありがたい。
• 人材育成機能のチャットで記録されていることはよい。

事前準備や動き出しの際に
活用が期待できる

• うまくいかない時には対面の
コミュニケーションが必要に
なってくる。対話とAIのハイ
ブリットがよいのではないか。

• AIだけで終わらずに、上司と
のコミュニケーションを促せる
ようなものになればよい。

• 経験がある方も浅い方も使
うが、出力されたアイデアを
鵜呑みにせず考えることが
重要。

• （チャット形式が実現する
のであれば、）気づきを与
えることをチャット形式で行
えるのはすごいと感じた。
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今年度の取組に対するご意見まとめ

ご意見（抜粋）
• プロセスの可視化が相談支援の質を変えていくのではないか。
• 普段、相談支援の窓口に立たないため、窓口に立つ職員の考え方や向

き合い方が見えてよかった。
• 現場の声は届かないことも多いが、現場の声を丁寧にくみ上げてくれてよ

かった。
• 福祉にデジタルを取り入れる過程を見られてよかった。現場の意見を吸い

上げていただいたと思う。意見を言いやすい雰囲気、場があって良かった。
• 検討会を通じて改めて人材育成について考えさせられた。
• 重層事業ではなく総合相談窓口をやっているが、重層事業に関わってい

る方と課題や状況を共有できたことはよかった。

第1回

第2回

第3回

第4回 第5回




